













Sakuzo Yoshino’s Views of Japan’s  




 Sakuzo Yoshino was a famous thinker of modern Japan, well-known as “the standard-bearer for ‘the 
Taisho democratic movement’”. All his life he wrote a large number of essays and books on Sino-
Japanese relations. Therefore, a survey and evaluation of Sakuzo Yoshino is crucial to the research of “the 
Taisho democratic movement” and modern Sino-Japanese relations. Based on historical materialism, this 
paper makes an empirical study of Sakuzo Yoshino’s views of Japan’s special interests in Manchuria since 
World War I, trying to make an all-round and objective evaluation of it, and to disclose the meaning of 
Sakuzo Yoshino’s views of Japan’s special interests in Manchuria to the modern Sino-Japanese relations.
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される、満州に権益を張らなければ日本は亡びる、民族の生存繁栄の為には嫌が応でも満州に
確実な地歩を占めなければならぬと。国民は今や斯く信じて出兵を承認した、少し位やり過ぎ
ても夫れだけ日本の立場は強固になると考へてその軍事行動を支持して居る。満州に於ける軍
事行動は斯うした国民的信念を背景とし、其支持に恃みつつ其要望に応じて進められつつあり
と観ねばなるまい」
40）
。
　すなわち、「満蒙」における条約上の既得権を守るための出兵が「自衛権の発動」だというのは形
式上の話しであり、実際には眼前の大恐慌をのりこえるため、従来の「満蒙」懸案を一挙に解決し、
「満州」に鉄、石炭などの資源、ならびに「衣食住の原料」を求め、「満蒙」を実質上日本の排他的
勢力圏にしなければならないという認識は国民一般に広まりつつあり、すると満州事変は広く国民
の支持を得ていると吉野はみている。そして、民本主義思想家として「民生」と「民意」を一貫し
て重視した吉野作造であったから、日本の「民生」が満蒙独占を必要とし、日本の「民意」が中国
侵略を目指していたところでは吉野の中国論も変わっていったと考えられよう。
　第三に、以上の認識のもとで満州事変を起した日本の国際的孤立を回避するのは吉野の最大の関
心事となっていた。そのため彼は、「自衛権の発動」に固執するのは愚策であり、大恐慌に見舞われ
た「日本民族生存の必要」として同じく経済恐慌に襲われた列強に訴えるほうが得策だと判断した。
吉野はいう。
　「民国は固より日本の此立場（自衛権の発動）をオイソレと認めぬにきまって居るが、せめて
諸外国が之を認めて呉れると云ふのでないと、規定の方針を押し通さうとする我国の外交的地
位はなかなか安易なものではない」
41）
。
　「併し満州事変其ものは実際どれ程時局を多難ならしむる因子となって居るだろうか。国際連
盟に於ける空気は頗る険悪である。併し之は自衛権の発動を以て帝国主義的進出を弁明せんと
したからの失策であって、初めから日本民族生存の必要を楯に取ったら斯うまで難儀しなくて
も済んだだらうと思ふ」
42）
。
　以上の分析から分かるように、関東軍の軍事行動に対する批判と満州事変の合理性の主張は必ず
しも矛盾したとはいえず、両者は帝国主義的民族生存観に収斂していたのである。
　さて、満州事変後日本は国際社会の反対を無視し、傀儡政権「満州国」の建国に踏み出して、結
局国際連盟を脱退するのに至った。ところが第一次世界大戦期すでに欧米諸国を遊歴し、日米間の
国力の格差と米英に対する日本経済の高度な依存を熟知した吉野にとっては、満州事件の解決があ
40）	吉野作造「民族と階級と戦争」、『吉野作造選集』 9 、岩波書店、1995年、362、363頁。
41）	吉野作造「民族と階級と戦争」、『吉野作造選集』 9 、岩波書店、1995年、361頁。
42）	同前、365、366頁。
 51国際協調主義者の「満蒙権益」観
くまで米英列強の諒解を得て、そしてワシントン体制の枠内で処理すべきものであった。ゆえに上
記日本政府の動向に対して吉野は「これ（東洋モンロー主義）を理想通りに育てあげるか、方向を
あやまらして永く我々並子孫を苦むる重圧の因となるかは、我々今後の心掛け如何にある。反省を
要する所以である」と批判していたのである
43）
。1933年吉野作造は世を去った。
終りに
　1904年東京帝国大学法学部を卒業した吉野作造が教育を受け思想形成する時期は日本政府が「大
陸政策」を確立し、日清、日露両戦争を経て、「大日本帝国」を形成してきた時期であった。このよ
うな時代風潮の中では青年期の吉野においても帝国主義的生存観が育ってきたのであろう。辛亥革
命、第一次世界大戦、北伐革命および満州事変に渡った吉野の「満蒙権益」観は、中国革命の発展、
米英の対中政策の変化ないし国際法の新展開に従い絶えず調整され、国民党による中国統一が達成
された時点において近代中国のナショナリズムに近づいていた頂点に至った。時代の風潮に対応し
自らを調整するのは吉野の権益観の進歩性をなしていた一方、現実への従順は彼を帝国主義的生存
観に縛りつけていたのである。
　帝国の思想家であるかぎり吉野作造が帝国主義的生存観で「満蒙権益」を捉えたのもやむを得な
いことであろう。また、帝国主義時代の消滅とともに日中関係における「満蒙問題」も完全に解決
された。しかし戦後においても近代日本の良識とされていることから吉野作造の権益観は必ずしも
「歴史」とはいえず、現代日本の歴史認識をなしていると考えられよう。そして、帝国主義的侵略が
日本の近代化における避けられない唯一の選択肢であるか否かをめぐる認識は、侵略されたアジア
諸国と相互信頼を築くうえで通って避けられない問題であろう。
43）	吉野作造「東洋モンロー主義の確立」、『中央公論』巻頭言、1932年12月。

